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低木の 生 活史戦 略 に お け る萌芽 の役割

山　　中　　典　　和

（鳥取大学乾燥地研究セ ン ター）

1． は じ め に

　樹木の 萌芽パ ターン は種や生育環境 に よ り大 き く異な

る もの と考 えられ る．わ が 国で は，伐採条件下 で の 萌芽

の 発生 に つ い て は 多 くの 研 究が あ り （松井 ，1951 ；紙

谷 ，
1986 ；嶋 ら，1989 ），伐採季節や木 の サ イズ の 影

響，萌芽 の 数や 発生位置等に関す る樹種特性 に 関する デ

ー
タが 蓄積 さ れ て きて い る．しか し，自然状 態 で の 萌芽

パ ターン や各樹種 の 個体群維持 に おける萌芽 の 役割等に

関 し て の 研 究 は 少 な く， 高 木 に な る イ ヌ ブ ナ

（Ohkubo 　 et　al．，1988 ＞， フ サザ クラ （Sakai　 et　aL
，

1995），シ ウ リザ ク ラ （小 川 ・福嶋 ， 1996）など， 少数

の 樹種 に つ い て の 情報が 知られ て い る だ けで ある．また

低木に関す る研 究で は ， キイチ ゴ 属数種 に つ い て 詳細 な

生活 史特性 の 比 較研 究を行 い ，各種 の ク ロ ーン 成長パ タ

ー ン と そ の 役 割 を明 ら か に し た Suzuki （1987 ，

1990）の 研 究以 外ほ とん どみ られな い ．

　低木は そ の 多 くの 種 で 萌芽 に よる 再生産が 認 め られ て

お り　（Harper，1977 ； Silvertown，1982）， こ れ が

低木 とい う生活型 の
一

つ の 特徴 と も考 えられ る．ま た低

木は光 ス トレ ス ，温度 ス トレ ス ，水分 ス トレ ス 等 に 対応

した 生活 形 として もとらえる こ とが で きる一方，萌芽 と

い う現象は，火事，暴風 食害 ， 雪圧 などの 物理的 な攪

乱 とも密接 に関連 して い る．こ の よ うな多様 な ス トレ

ス ，攪 乱 の 組 み 合 わ せ の も とで ， 低木 は 多様 な生活様式

を発達 させ て い る と と もに，そ の 萌芽 の 役害11も多様で あ

る （Abrahamson ，
1980 ＞．

　 本論 で は，京都大学芦生演習林 の ブ ナ極 相林で 行 っ

た ， 低木 の 成長 と個体群構 造に つ い て の 調査結果 （山中

・玉井，1986a ；山中 ・玉井 ，
1986　b ）を中心 に

， 極

相林 を構成する低木 の 生活 史戦略に お ける 萌芽の役割に

つ い て検討す る．

なお ，
こ こ で 扱 う低木は，森林 の 林冠層に達 しな い 状 態

で 生 活史 を完結 す る 種 に 限定 して 議論 を行 うこ と とす

る．

2 ．調査地 の 概 要

表 1 ．調査 区 の 種構 成 （齢≧ 1 歳 ）

　　　　　　　〔山中 ・玉井 （1986a ）を改変）

種 　 　名

　　　　　　　　　 生存　　 株当た O低木（s：1
　 　 　 　 株数
　 　 　 　 　 　 　 　 地 ヒ茎数 　 　 生存また は
　 　 　 　 120em2
　　　　　　　　 1200m2　 地上茎数高木〔T｝
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桑 田郡美 山町 の 京都大学芦生演習林 の ブ ナ林 で 行 っ た．

調査 した林分 は伐採 そ の 他 の 記録が な く，多 くの ブナ の

大径 木が 存在 す る こ とか ら，長期 に わ た り大 きな攪乱 が

なか っ た極相 状態の林分 で あ る と推定され る．したが っ

て
， 本論 で 扱 う萌芽 はすべ て 人為的掩乱 が 関与 しな い

，

自然条件下 で の 現象に 限 定さ れ る．ま た 林冠 は ほ ぼ 閉鎖

して お り， 林 内 の 低木 は
， 相対照度で IO％程 度 の 光条

件下で
’
生 育 して い る．な お ，林床 に は サ サ は 存在 しな

い ．調査地付近 の 標 高は 約 760m ，地 質 は 中 ・古 生層

で ， 土壌型 は BI） ない し BD ・d で あ る．調査地 か ら約 4

km離れ た 京都大学芦生演習林事務所 （標高360　m ）で の

観 測 で は
， 年平均 気温 が 13℃ ， 年 平均 降水量は 2495mm

で あ る．当 地 は 冬季降水量の 多い 日本海型 の気候 を示

し ，
1976 年 か ら1980 年 ま で の 平均 で ， 最高積雪深 は

95．4cmに達する． しか し，調査地 付近で は 2m 近 い 積

雪が ある もの と考 えられ ， 当地 の 植物 は強 い 積雪 の 影響

下 に ある．

3．ブ ナ極 相林 で の 低木 の 萌芽パ ターン

まず極 相状 態 の ブ ナ 林 に お け る ， 高木 も低木 も含め

た ， 各樹種 の 萌芽パ ター
ン を表 1 に 示す．こ れ は 200m2

の 調査区内に 存在する 1 年生以上 の すべ て の 木本植物 に

つ い て ， 地 際で 区別で きる 地 上茎をすべ て 数える と と も

に，株 と して の まとま りを
一

つ
一

つ 識別 した もの で あ

る．株当た りの 生存地上茎数は リ ョ ウ ブが 最 も多く，次

い で イ ヌ ツ ゲ， コ ア ジ サイ ， クロ モ ジ，ヤ マ ア ジ サ イ ，

マ ル バ マ ン サ クの 順に 多くの 萌芽が み られ る．また全体

で は 82％以上 の 株 が 2 本以上 の 地上 茎 を有 して い る．

主 に 森林 の 中 ， 低 木層を構成す る種 の 大部 分 が 複数 の 地

上茎を有 し て い る 反 面，高木性 の 種 で は 萌芽性 を示 さ な

い もの も多く見 られ る．

　低木種で 株当た り地上茎数 の 多い ， コ ア ジ サ イ， リョ

ウ ブ，イ ヌ ツ ゲ，ヤ マ ア ジ サ イ，クロ モ ジ ，マ ル バ マ ン

サ ク に つ い て地上茎 の 直径分布 を示す （図 1 ）．い ずれ

の 種 もほぼ L 型 の サ イ ズ 分 布 を示 す とともに
， 存在 す

る 地 上茎 の 大部分 が 萌芽起 源 の 地 上 茎 か ら成 り立 っ て い

る．また クロ モ ジ の 例 で あるが ，個 々 の 株 に つ い て み て

も株内 に 老齢 の 地 上茎 か ら若齢 の もの まで 存在 して い る

（図 2 ）．こ れ ら の こ とか ら極相状 態の ブ ナ林 の 下 層に

生育する低木 の 多くは ， 萌芽 に より連続的 に 地上茎 を生

産 して お t），地上茎 の 交代を通じて複数の 地 上茎か らな
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（山 中・ 玉井 ，1986a ） 　 　白 抜き部 は 株内 で 最 大 の地 上 茎 を 示す ．黒 塗 り 部 は株 内 で 最大の地 上 茎を
いた 残 り の 地上 茎 （萌 芽 起源， 　 　は 伏条起 源の

上 茎 と
推

定さ れる も

）を示 す
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た
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る株を維持 して い る もの と考えられる．

　 こ の ような萌芽の 発生 と枯死 を通じて株を維持 して い

る種 に つ い て も， 発芽 当初は 1 本 の 地上茎か らな る個体

であり，成長する に 従い 株当た りの 地上茎数が 増加 し，

ある段階以降に な ると萌芽 の 発生 と枯死 の バ ラ ン ス が と

れ た 株 と して安定す る もの と予想 され る．

　そ こ で ， クロ モ ジ，ヤ マ ア ジ サ イ，リ ョ ウ ブ の 3種 に
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　　　布 （山中 ・玉 井，1986a ）
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つ い て，株当た り地上茎数 の 頻度分 布 を調 べ て み た と こ

ろ （図 3 ），クロ モ ジ は L 型の 分布 を示 し， ほか の 種 に

比 べ 1本の地 上茎か らなる実生が比較的 多くみ られ た．

こ れ に 対 し，ヤ マ ア ジ サ イや 11
ヨ ウブ で は

一
山型 の 分布

が み られ た．ヤ マ ア ジ サ イや リ ョ ウ ブ の よ うに 微細 な種

子 を有する種 は，閉鎖林冠下 で リタ
ー

の 存在 する環境条

件下で は実生 の 定着 が 困難 な た め，数 少 ない 更新 の チ ャ

ン ス に定着 した実生 が ， 萌芽再生 を繰 り返 しつ つ ，林床

で 生存 して い る もの と考 えられ る．また極相林で の 株 あ

た り地 上茎数の最大値は ， そ の 環境下 で その 種 か 維持で

きる限界 を反映 して い る と考えられるが ，当地域 で の ク

ロ モ ジ や ヤ マ ア ジ サ イは株当 た り25本程度， 1丿ヨ ウ ブ

で は 最高78本の 地 上茎 を持つ 株が み られ て い る．

4 ．低木 に おける萌 芽の 成 長 ， 株 の維持機構

No．176
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図 2 ．クロ モ ジ に お ける個 々 の 株 内で の 地上茎 の 齢分

　　　布（山 中， 未発表 ）

　　 黒 塗 り部 は開花 地上 茎 ， 白抜 き部 は 非開花 地 上茎 を示 す．

　　 番 号 は株番号 を示 す．

1 ）成長量

　萌芽 は一般的な シ ュ
ー トに 比べ ，通常大 きな年伸長成

長量を示すが ，萌芽 に よ っ て 維持 さ れ て い る株 で，株内

の 個 々 の 地上茎 の 年伸長成長量を調べ る こ とに より， あ

る程度株 の 維持機構 を推定す る こ とが で きる．萌芽 に よ

り株 を維持 して い る低木に つ い て年間伸長成 長量 の 種間

比較 を行 っ た の が 図 4 で あるが ，年間伸長成長量は種 内

の 地上茎間で ば らつ きが大 き く， 最大伸長成長量 は コ ア

ジ サ イで 74．8cm ，ヤ マ ア ジ サ イで 36．5cm，　 ll
ヨ ウ ブ で

87．2c皿， ク ロ モ ジ で 81 ．2cm
，

マ ル バ マ ン サ ク で 67cmに

達する． こ れ ら大 きな伸長成長を示 す地上茎 は ， ほ とん

どが 当年生 また は若齢 の 萌芽 で ある．しか し，当年生 の

萌芽で も伸長成長量が 小さな もの も多くあ り， その ば ら

つ きは 大 きい ．また 地上茎 の 年齢が 増加する に従 い ，年
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間伸 長成 長量 の 最大値 は徐 々 に 低 下す る．リ ョ ウ ブ で

は ， 若齢 萌 芽 で 年間 90cm近 い 成 長 を示 す が ，地 際直径

lOcm を越 える地上 茎 に なる と年 聞伸長成 長量 の 最大値

は 10cm以下 に 低 下す る．

2 ）成長 パ ター ン

　樹木 の 伸長成長 パ タ
ー

ン は種 に より異 な り， そ の 種 の

生活 史戦略 を反映 して い る こ とが 知 られ て い る （丸山，

1978）．しか し，萌芽 で 株 を維持 して い る種 で は 種 内 の

地上茎間 で も伸 艮成 長パ ター ン が 大 き く変 異し，大 きな

伸長成 長 を 示 す萌芽 で は 成長 期 間が 長 く な る傾 向が 認 め

られ る （図 5 ）．そ の 傾 向はマ ル バ マ ン サ クや ッ ノ ハ シ

バ ミな ど で 顕著 に見られ，
一

つ の 株をと っ て み て も株内

の 地 E茎間 で 伸長成長 パ タ
ー

ン が大 きく変異 し， とくに

1年生や 2年生 萌芽 の 伸長成長期間は老齢 の 地 上茎に 比

べ て か な り 長 くな っ て い る （図 6 ）．お もに 伏条更新 に

よ っ て株を形成 して い る ア シ ウ ス ギや イヌ ツ ゲ な ど で

は，10cm以上 の 伸長 成長 を示 す地上 茎 は見 られず ， ま

た伸長成長パ タ
ー

ン も地上茎間で ば らつ きが 少な い ．

3 ）株 内地上 茎 の 役 割分担 　　親株依存型 の 成長 か ら

　　独 立 採 算 型 〔さ ら に は 若齢 萌芽 へ の 養分供 給

　　型 ？）の 成長 へ

　調査 を行 っ た 地上 茎 は，い ず れ もブナ極相林の閉鎖林

冠下 で，ほ ぼ 同
一

の 環境 条件下 で 生育 して い る．また大

きな伸長成長量を示 した 地上茎は い ず れ も若齢の 萌芽 で

あ る こ とか ら，地上 茎間 の 年間伸長成長量 の 大 きなば ら

つ きは 環境や遺伝的要素 よ り も株内で の 個 々 の 地 上茎間

の 栄養状態 の 違 い
， すなわち親株の 養分 へ の 依存状態の

違い をより大 きく反映して い る もの と考 えられる．伸長

成長パ ター
ン も，親株 の 養分 に 依存 して 大 きな伸長成長

量 を達成す る若 い 萌芽地上茎は 長 い 伸長成長期間を持 っ

て い る．しか し， こ の ような親株依存型 の 伸長成長を示

す地上茎 も齢 を重 ね る に つ れ ， 年間伸長成長 量が 小 さ

く，か つ 伸長期 間 も短 い ，親株 の 養分 に 依存 する 割合の

少 な い 独 立 採 算型 の 伸長成長 に 移行 して ゆ くもの と思 わ

れ る．さら に は 独 立採算型 へ の移行に と もない ，今度は

若齢萌芽 へ の 養分供給 を担 う養分供給型 と して の 役割 も

果た して い くもの と考えられ る．こ の ように 萌芽に よっ

て株を維持 して い る種 で，株内地上 茎間 の 相互作用 を通

じた株の 維持機構は 興 味深 い テーマ で あ る．

　今後の 問題 点 と して，新生萌芽 に 見 られ る親株依 存型

の 成長 は ， 主 に 地下部に蓄えられ て い る と考えられ る養

分に依存 して い る の か 7
ま た は新生 萌芽 の 発生や その 成

長 に は，独 立採算型 の 成 長を行 っ て い る 地上茎 か ら も養

分 が 供給され て い る の か ？さ らに，親株依存型の地上茎

に 養分 を供給 して い るな らば，その 影響 は 独 立採算 型

（養分供給型 ？）の 成長 ま た は 死 亡 に も影響を与えて い

るの か ？など の 点を明 らか に して ゆ く必要が ある．
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図 5 ．地上 茎 の 伸長成長パ ターン （山中 ・玉 井，1986b ）

　　　　 年 間伸 長 成 長量 に対す る ％ で 示 す ．

　　　　 ● ：年 間伸 長 成 長 量が 10。m 以下 の 地 上 茎

　　　　 O ：年 間伸長 成長 量が lecm 以上 の 地上 茎

　　　　 縦 線 は標 準誤 差 を示す
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図 6 ．ツ ノ ハ シ バ ミ の 株 内 地 上 茎 間 で の 伸 長成長パ

　　　ターン の 変異（山中 ・玉井，1986b ）

　 　 　 　 地 上 茎番 号4282，4283，4284 は 2 年生 萌芽

　 　 　 　 地上 茎番 号4285，4286 は 1 年 生 萌芽

5． ク ロ モ ジ の 個体群動態

　ブ ナ極相林 で 最 も普通 に 見 ら れ る クV モ ジ を例に，少

し詳 し く株 の 維持機構や個体群 の 動態を検討す る．ブ ナ

極 相林 の 閉鎖林冠下に 10× 20m の 調査 区を設定 し，当

年生 を含む す べ て の ク ロ モ ジ の 地 上 茎をマ
ー

キ ン グし，

そ の 成長 と動 態を長期間調べ て い る が，こ こ で はその 結

果の
一部を紹介する．ク ロ モ ジ は株 として の まとま りが

か な り明瞭で あ り， 雌雄が存在する こ とをあわせ ，一つ

一つ の 株 を識別する事が 比較的容易 で ある ．また地上茎

には芽鱗痕が 明 瞭に 存在する た め，ほ とん どの 地 上茎 で

年齢 を確定する こ とが 可能 で あ るな ど，個体群 の 動態 を

調査する上で の 利点 が あ る．

1 ）クロ モ ジ の 個体群 動態
一
　地上 茎 レ ベ ル と株 レ ベ

　　 ル で の 解析

　クロ モ ジ は 萌芽に よ っ て 株 を維持 しつ つ ，林 内 で も開

花結 実を行 い
， 林床 に当年生実生の 発生 もよ く見 ら れ

る． こ の た め クロ モ ジ の 生活史 を解析 し萌芽の持 つ 意味

を明 らか に す る に は
，

地 上茎 を 1 個体 とした 地 上茎 レ ベ

ル と， 実生由来の株を1 個体 とした株 レ ベ ル の 2 つ の レ

ベ ル か ら調査す る必要 が あ る．ク ロ モ ジ は 雌 雄異株で あ

るが，萌芽 の 発生や初期死亡，さ ら に は 萌芽 の 成長 に も

雌 雄 差は 見 られ な い （山中 ，
1995）た め，雌雄 を ま と

め て取 り扱 うこ とが で きる．図 7 に 地上茎 レ ベ ル と株 レ
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ベ ル で解析 した クロ モ ジ 個体群 の 動 きを示す．地 上茎 レ

ベ ル で は ， 個体群 へ の 加 入 と して， 1 年生萌芽 と 1 年生

実生が あるが，萌芽による地上 茎個体群 へ の加入 は，実

生 に よる もの の 約 2倍 に達 し，調査 を行 っ た 地上茎個 体

群に お け る 萌芽 の 重要 1生が示 され て い る．ま た ， 年間

66本／200m2 の 地 上 茎 の 枯 死 が 見 られ る ．株 レ ベ ル で

は ， 動きが 見 られ る の が，若齢 と考 え られ るサ イズ の 小

さ な株 の 段 階 まで で ， ある 程度 大 き くな っ た株の 枯死 は

ほ とん ど見られ な い ．今回 は 萌芽 の 役割 を明 らか に す る

こ とが 目的 で ある の で，地上茎個体群 の 動態に つ い て 主

に 紹介す る．

2 ）地上茎個体群 の 動態

　 クロ モ ジ の 地上茎数 の 変化 を 5 年聞 にわ たり追跡 した

もの が図 8 で ある，調査 区当た り地上茎数は ほ ぽ 400 〜

450 本 ／200m2 の 値を と り
， 大 きな変動 は見 られず ， 加

入数，枯死数 も極端 な年変動 を示 して い ない ．また各年

の 地 上茎 の 加入 数 と枯死 数 は ほ ぼ 釣 り合 っ て お り， その

結果地上茎数がほぼ
一

定 に 保 たれ て い る．ク ロ モ ジ は成

熟 したブ ナ林の林床 で，萌芽 を中心 と した 地上茎 の 枯死

と再生 を通 じて，安定 した地上 茎個体群 を形成 して い る

もの と考 えられる．

　 芽鱗 痕数 か ら確定 した 地 上茎 の 年齢を も と に，地 上茎

個体群の年齢構成を示 した もの が 図 9 で ある．年 に よ る

違 い は 多少見 られ る もの の， い ずれ も若齢地上茎の 多い

年齢構成 を示 す．こ の 年齢構 成 か ら平均 の 齢別死亡率 を

計算 し，地 上 茎 の 生 存 曲線 を作成 した の が 図 10で あ

り， クロ モ ジ 地 上 茎 の 生 存曲線 は 死 亡率
一

定 の Deevy
type 　 IIを示 して い る．クロ モ ジ の 場合，実生起源 の 地

上 茎 は 発芽後 5 年以内 に そ の 大部分 が枯死 す る た め
，

こ

の 生存曲線は，ほ ぼ萌芽 の 生 存曲線を示 して い る と考之

る こ とが で きる．樹木 で 全生活 史を通じた 生 存曲線 を作

成 した 例は 少 ない が，縞枯山 で 調べ られた シ ラビ ソ ・オ

オ シ ラ ビ ソ の 生存曲線 は初期死亡 が 高 く，齢 と と もに 死

亡率 が 低下す る Deevy 　type 　llIを示 して い る （Kohya −

ma ＆ Fujita， 1981）．こ の ほかに も樹木 の 実生個体群

に つ い て行 わ れ た 研 究で は 生活史 の 初期段階 で 高 い 死亡

率 を示 す例が 多 く知 られ て い る （Hett， 1971 ；山本 ，

1984 ； Hibbs ，
1979 ）． こ の よ うに他 の 樹種 で は ，実

生 の 段階 で 高 い 死亡率 を示す例が 多 く知 られ て い るが ，

高 木 で あ っ て も 根 萌 芽 で 更 新 し て い る Fagus

grandtfotiaの 初 期 生 存 曲線 は ク ロ モ ジ 同様 Deevy

type　lIを示 し （Jones＆ Rayna1，1987），萌芽 に よる

更新の 有無 が 生 存曲線の 形 に 大 きな 影響 を持 つ もの と思
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図 7 ．ブ ナ極相 林 に お け る クロ モ ジ の 地 上茎 レ ベ ル と株 レ ベ ル で の 個 体群 の 動 き〔山中，未発表 ）．

　 　　　 図中 の 数 値 は 5 年 間 の 平均 地 上 茎 数 ま た は株 数 を示 す，
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われ る．

3 ）萌芽 と実生 の 初期死 亡過程 の 比較

　 クロ モ ジ を例 に 同
一

種 内 で の 萌芽 と実 生 の 初期死 亡 に

つ い て少 し詳 しく検討する （図 11）．萌芽 と実生の 生存

曲線 を比較する と， 発生後数年間 の デ
ー

タで は ある が，

実生の生存率は 萌芽に 比 べ て低 く，ほ とん ど 生 き残る こ

とが で きな い ．調査が 春 と秋 の 2 回 で ある た め 詳細な死

亡要因 の 確定は 困難 で あ る が ， 観察され た 死亡要 因 とし

て は，若齢萌芽 で は 主軸中に 潜行する 昆 虫 の 幼虫 に よ る

食害 が 多くみ られ た ，こ の 幼 虫 に よる食害 は
， 成長 の 旺

盛な萌芽に よく見 られ ， 成長の 悪い 小さな萌芽に は見ら

れ な い ．成長 の 悪 い 萌芽 は先端 が 黒変 し，枯死する もの

が み られ る．

　実生 の 死亡は消 失 して い る もの が 大部分 で ，要因 の 確

定は 困難だ が ， か な り光条件が 制限 され た条件下に あ る

た め被陰 に よる枯死 が 多い もの と考 えられ る．また冬期

間に 死亡 した実生個体で は， リ ターの 下で 死亡 して い る

個体 が しば しば観 察され る．秋 に リタ
ーに 埋 もれ，か つ

冬 の 積 雪 に よ り リ ターが 強 く地面 に 押 しつ けられ ， 雪 が

解けた あともリターを押 しのけて葉 を展開する事が で き

ず枯死する もの と思 われ る．

　同
一樹種 に お い て，実生 に 比 べ 萌芽 の初期 死 亡 が 低 い

傾 向は ， クロ モ ジ だ けで な く他 の 樹種 で も知 られ て お り

（Bullock，1980 ； Khan 　et　al．，1986 ；ノ」・川
・福嶋，

1996 ）， 親 の 養分 に依 存 して い る期間 の 長 い 萌芽 の 有利

性を示 して い る もの と考え ら れ る．
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6． 日本海 型 ブ ナ林 の 林 床 に 生 育す る低木

　　に と っ て萌芽 の 持 つ 意味は何か ？

　　　 ヨ 覺乱 と ス．トレ ス の 影響

　今回紹介 した の は ， 日本海型 ブ ナ林 の 林床 に生育する

ク ロ モ ジ を中心 と した 低木の 萌芽 特性 で あ る が ，最後 に

低木種 の 生活史戦略 にお い て ， 萌芽 の 持 つ 意味 を掩 乱 と

ス トレ ス の 2 つ の 側面か ら考 えて み た い ．

　 まず 日本 海型 ブ ナ林 の 林床に 影響 を与え る 攪乱要因 と

して は積雪 とそ の 移動が考 えられ る．多雪地帯 の 傾斜地

等 の 積 雪不安定地 で は，積雪 に よ る地 上部 の 枯損確率 が

大 き くな る．通常 こ の ような環境 下 で は ，

一本の 地上茎

が 枯損して も萌芽 に よっ て す ぐに新 しい 地上茎 を再生 で

きるや り方は個体 の 維持に と っ て非常に有利で ある （高

20

0

1983

20

0

1984

、且 ＿

一

地　20
上

茎
数　　0

（％ ）

1985

“且＿

20

0

1986

，［L

謎
0
　 1983 　1984 　1985 　1986 　1987 　1988

図 8 ．ク ロ モ ジ の 地上茎個体群 の動態（1983− 1988）

　　　（山中，未発表）

　　　　 O ： 調査 区 あた り地 上 茎 数

　 　 　 　 ▲ ；加 入数

　 　 　 　 ● ：枯 死数
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図 9 ．クロ モ ジ の 地 上茎個体群 の 齢構成（山中，未発表 ）
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橋，1960）．積雪に よる 樹幹 の 上下運動や傷害な ど に よ

り，潜伏芽が 活性化して 萌芽 が 生 じる こ とも多い もの と

思 われる．高木 で は，雪 で 倒伏 した り傷害を受け る の は

生活史の 初期で著 しく， ある程度成長する と雪 に よる影

響 は比較的小 さくなる もの と思われ る．これ に対 し，多

雪地 帯の 低木で は 冬季は常に 雪 に埋 もれ ， 積雪 の 影響 は

全生活史 を通 じて続 くた め，萌芽 の もつ 重要性 は 高木 よ

りも大 き い と考 えられ る．また萌芽に より株の 維持を行

っ て い る種 で は，若齢 の 萌芽 は直立 した生育形態 を示す
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図 10． クロ モ ジ 地上 茎 の 生 存曲線 （山 中，未発表）
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図11．ク ロ モ ジ の 萌芽 と実生 の 生存曲線（山中，未発表）

　1982 年 と1983 年 に 発生 した 地 上 茎 は 翌 年 の 春 まで 生

き残 っ た 個体数を100と し，1984年か ら1986 年に か け て

発 生 し た 地 上 茎 に つ い て は 各 発生 年の 秋 に 生 存 して い

た 個体 数を100と して 生存 曲線 を描 い て い る．黒 丸 は 萌

芽，白 丸は実 生 を示 す．

図 13． ク ロ モ ジ の 萌芽角度 と地 際直径 ，

　　　（山 中，未 発表 ）

　　　　 萌芽 角 度 は 図12の α に 対 応 す る

萌芽 長 の 関係
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が
， 株内で もサ イズ の 大 きな地上茎ほ ど積雪の 影響 に よ

り倒伏 した 形態を示す ように な る （図 12，13＞．こ れ に

より新生萌芽 の 頭上 に は老齢地 上茎 の 樹冠が あ ま り存在

しな い と い う状況が 作 りだ さ れ，新生萌芽 の生存に有利

に 働 くもの と考 えられ る．

　積雪 が 萌芽 の発生 に大 きく関与す る要因の
一つ と考え

る と，多雪地 帯 の 日 本海型 ブ ナ林 と太平洋 型 ブ ナ林 で

は ， 樹木 の 萌芽特性が 種 内で 変化する こ と も予 想 され

る．た とえば，リ ョ ウ ブ は 多雪地帯 の 日本海型 ブ ナ林 で

は 多くの 萌芽 を出して株 を形 成 し，や や低木化 するが ，

積雪の ない 太平洋型ブ ナ 林 で は ほ とん ど萌芽 を出 さずに

単幹型 となる．また ， クロ モ ジ で も株あ た り地 上茎数 は

日 本海型 ブナ林の 方が 多い 傾向が 観察さ れ （山中，未発

表），今後詳 しい 調査 を行 う必要 が ある．

　次 に ，
ス トレ ス と して，光 の 乏 しい 林床で生活する低

木に とっ て の 萌芽 の 役割を考 えてみ る，萌芽 の 初期成長

は 親株 の 養分 に依存して お り，実生 の 定着が 困難な被陰

条件下 で も，初期 の 死亡率が 低 く，また急速 な成長 を行

い 株 を維 持す る こ とが で き る．森林 の 階層構 造 との 関連

で考 える と，よ り光 条件 の 乏 しい 下層で 生活 史を完結 さ

せ て い る 種 ほ ど，地 上茎 の 寿命 が 短 く，株 内地 上 茎 の 回

転率 を高 くして株 を維持 して い る傾向も見 られ る （山

中，未発表）．

　 また被陰環境下 に お い て，萌芽 の 発生 と地 上部 の 枯死

を繰 り返す こ とに より，地上部 現存量が小 さ くな り， 非

同化部分 の 割合が 小 さ く保 た れ る こ とが 考え ら れ，生育

条件が好転する まで 生 き残る こ とも可能 とな る もの と思

わ れ る．と くに 閉鎖林 冠 下 で 開 花結実する事 が 困難 な種

で は，萌芽 の 発生 と地上茎 の 枯死 を繰 り返 しなが ら個体

の 寿命 を延 ばす こ と に よ り，上層が 疎開 して種 子生産が

可能な環境 に 巡 り会 う確率 を高め る こ とが で き る．低木

だ けで な く， 高木 に つ い て も実生段階 で の 萌芽 が 閉鎖林

冠下 で は よ く観察 され る 〔Hara ，
1987）が

， 同様 の 役

割 を果 た して い る もの と考 えられる．

　今 回 は 雪 と光 とい う観点 か ら 萌芽 に よ る個 体維持 の 戦

略 を考 え た が，萌芽 に よる個体維持 が 有利 に 働 く環境 は

他 に も火事，台風 土砂流動，動物に よ る 食害，水 ス ト

レ ス などさまざまで あ り，多くの 種 に つ い て ， か つ さま

ざ まな環境 条件下 に おけ る 比較研 究が 望 まれ る．
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